
進路だよりに寄せて   

－「役割を果たす」の意味 － 

                              校長 山下 敦  

   

４月に「学校の教育目標」を変更しました。「『伝えること』『役割を果たすこと』 

ができる人を育てる」というものです（下線部分を追加）。学校経営説明会でも説明しましたが、

重い障がいの子どもが役割を果たすというのは本当にできるのか？という質問がありました。 

 役割というのは様々あります。最たるものは、「仕事をする」ことと思います。「遊ぶ」にもいろ

いろな役割があります。「家族と過ごす」でも大きいものがあります。夫婦げんかになったときに、

子どもがいればそれほどヒートアップしなくても済むことを経験していませんか。その時の「子ど

も」は夫婦げんかを鎮める「役割」を果たしています。もちろんテストの点数が悪かったとか真逆

のこともあるので、いつも子どもが鎮めているとは限りません。注意が必要です。 

 実は、どんな小さなことでも「役割を果たす」ことはできていると思います。食事で口を開ける、

あむあむ食べてくれる、ごっくんしてくれるといったことは、親の身にとって大きな安心感を与え

てくれます。 

 その役割を次第に質の高いものにしていくことが、今回の変更のキモ（大事なところ）です。 

 中学部のメモ帳づくりや高等部バザーのことは学校だより第２５１号に書きましたが、小学部時

代は小さな役割を沢山積み重ねて、中学部では仲間と一緒にメモ帳や入浴剤等を作り上げて周りの

人たちから「作ってくれてありがとう。」と言われ、高等部では製品をたくさん作ってバザーを繰

り返し開催して自信をもっていく。そして「就業体験」で将来の自分を形成するためにチャレンジ

するわけです。他校に比べて本校の「就業体験」期間は極めて短期間です。体調の変化もあります

し、「就業体験」を引き受けてくださる事業所、施設や病院等の都合もあるためです。今までは、

一斉に就業体験に行きましたが、これからは、一人一人の状況に応じて時期や期間がずれる場合も

あろうかと思います。学年や学習グループ全員で取り組む単元とダブらないようにできればいいの

ですが、卒業後のことを考えて判断することもあり得ます。 

 ４月の入学式で「ロボットに負けてはいけないよ。」と言いました。先日の高等部と県立上山高

等養護学校との交流では、先生方が考えたように動くのではなく、自分たちで考えた活動を計画し

実施できたため、昨年よりずっと達成感があったようです。「とても面白かった。」と両校の生徒も

言っていましたし、笑顔で体育館を去っていく彼らを 

見送る本校生徒の顔が非常に明るかったです。 

精神的に自立し始めた感じがしました。 

 そんな風にして、様々な役割を果たしながら、 

ゆきわりの子どもたちは成長していくのです。 

 

   

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山形県立ゆきわり養護学校 

進路部 

平成２８年７月２５日発行 

第１号 



  

 

 

昨年度の末、高等部卒業生の保護者の方からアンケートを書いていただき、３月の進路だよりで紹

介しました。とても参考になる大事な内容でしたので、ここでもう一度振り返ってみたいと思います。 

長い夏休み、ぜひ、相談支援事業所の利用がまだの方は一度お子さんと一緒に行ってみたり、下記

にあることを心がけたりすることを、お勧めします。 

 

□ 家族以外のいろいろな人とかかわる機会をつくる。 

 → 放課後デイサービス、短期入所、送迎サービス等を利用し、食事・トイレ・あいさつ・ 

コミュニケーションなど、どこでも誰とでもできるように取り組む。 

→ 参加できそうな行事にはなるべく参加する。 

□ 健康管理、特に風邪をひかないように気をつける。 

□ 進路先についての情報を得る。 

  → 将来どのような生活を送りたいかを考え、どのような進路先があるか学校や相談支援 

事業所に相談する。 

 → 新しい施設ができていたり、施設が増設したり、受け入れが変動していたりするので、 

いろいろなところから情報を入手できるようにしておくといい。 

・ 卒業した先輩の保護者の方などから  

・ 地域の「相談支援事業所」から 

 → 施設のお祭りや販売会などに、子どもと一緒に参加して、雰囲気を 

知り情報を得るとともに、施設の方に子どもを覚えてもらう。  

 

 

 

 

 

 
高等部３年生が、６月１３日～２４日までの間、それぞれの日程

で就業体験を行いました。就業体験は、自分の適性や課題について

考え将来の進路選択や卒業後の生活設計に生かしたり、社会のルー

ルやマナーなどを理解したりするために行われています。先輩はど

のような場所で体験したのかご紹介します。 

① 多機能型支援センター大けやきの家（東根市大林二丁目） 

           … 部品の数量チェック、検品など 

② 山形県リハビリセンター（山形市大森） 

           … 部品の数量チェック、検品など 

③ メディアかがやき（山形市東山形一丁目） 

            … 名刺作成、ホームページ作成 

④ 山形市役所（山形市旅篭町二丁目） … 事務作業補助 

⑤ 東北物流（株）（米沢市中田町）  … 贈答用箱づくり 

⑥ 国立病院機構米沢病院（米沢市大字三沢）  … 見学 

＊ 高等部３年生は、これからいよいよ進路先決定に向けての活動

が始まります。本人に合う進路先が決まりますように・・・。 
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